
『
却
療
忘
記
』

の
用
語
の
一
斑

一
、
は
じ
め
に

高
山
寺
の
開
祖
、
明
恵
上
人
〔
竺
一
一
七
二
プ
ア
7τ了ιt‘、‘‘、巴、、3L，ム一二

誼
語
叩
つ
た
こ
と
が
ら
を
、
そ
の
寂
後
の
文
暦
二
年
(
一
二
三
五
)
以
降
、

弟
子
の
寂
恵
房
長
円
{
生
没
年
未
詳
)
が
書
き
と
ど
め
た
も
の
が
『
却

嬢
忘
記
』
で
あ
る
。

『
却
痩
忘
記
』
は
、
墨
付
き
二
十
二
丁
の
上
冊
と
、
同
じ
く
玉
丁

の
下
冊
・
ど
の
二
帖
か
ら
な
る
、
き
わ
め
て
小
規
模
な
記
録
で
あ
る
。

し
か
し
、
小
林
芳
規
(
一
九
七

0
・
一
九
七
一
)
な
ど
に
お
い
て
、

日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
大
き
な
価
値
を
認
め
ら
れ
て
お
り
、
今
日

で
は
、
翻
刻
・
総
索
引
を
備
え
た
影
印
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
は
、
明
恵
関
連
資
料
全
体
の
発
掘
・
整
理
・
公
開
に

力
が
注
が
れ
、
個
々
の
具
体
的
な
言
語
事
象
の
研
究
は
必
ず
し
も
さ

か
ん
で
は
な
か
っ
た
。

『
却
癒
忘
記
』
の
伝
本
に
は
、
高
山
寺
に
現
存
す
る
鎌
倉
期
写
本

山

中

延

之

(
重
要
文
化
財
高
山
寺
聖
教
類
第
一
部
二
八

O
号
)
と
、
そ
の
転
写

と
見
ら
れ
る
元
禄
五
年
写
本
(
同
寺
蔵
)
の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
鎌
倉
期
写
本
は
自
筆
原
本
と
見
ら
れ
て
い
る

2
0
転
写
に
際

し
て
の
誤
脱
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
少
な
い
た
め
、
言
語
資
料
と
し

て
適
し
て
い
る
。

以
下
に
、
過
去
に
採
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
『
却
療
忘
記
』
の
言

語
事
象
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。
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一
一
、
「
向
ロ
A
H」

上
冊
に
は
内
題
に
続
い
て
序
が
記
さ
れ
て
い
て
、
ど
の
よ
う
-
な
経

緯
で
書
き
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
暦
二
年
九
月
六
日
始
之
。

随
恩
由
記
之
、
次
第
不
問
、

或
乱
旬
。
年
月
日
次
等
、



不
分
明
之
問
、
只
記
其
御

調
、
更
不
雑
私
調
者
也
。

恐
経
年
序
廃
忘
故
、

為
出
併
記
之
o
h
M
岬
詞
上
ア
ケ
テ
書
之
/
私
調
サ
ケ
テ
書
之
〉

3

(上
1
オ
)

(
訓
読
)

文
暦
二
年
九
月
六
目
立
を
始
む
。

思
ひ
出
づ
る
に
随
ひ
立
を
記
せ
ば
、
次
第
は
不
同
に
し
て
、

或
い
は
句
を
乱
る
。
年
月
日
次
等
、

分
明
な
ら
ざ
る
問
、
只
其
の
御
調
を
記
し
、

ま
巴

更
に
私
の
調
を
雑
へ
ざ
る
者
な
り
。

年
序
を
経
て
廃
忘
す
る
を
恐
る
る
が
故
に
、

国
川
却
の
為
に
之
を
書
す
〈
御
調
は
上
げ
て
之
を
書
し
、
私
の
詞

は
さ
げ
て
之
を
書
す
〉

こ
こ
に
は
、
明
恵
の
語
っ
た
こ
と
ば
を
記
憶
に
従
っ
て
書
き
留
め

た
の
が
本
書
で
あ
る
、
と
書
か
れ
て
い
る
。

記
憶
は
あ
い
ま
い
な
も
の
だ
か
ら
、
忠
実
な
再
現
は
望
め
な
い
と

も
考
え
ら
れ
る
し
、
あ
る
い
は
逆
に
、
師
の
語
録
音
残
す
ほ
ど
に
思

慕
の
念
が
強
か
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
ば
も
明
確
に
記
憶
さ
れ

て
い
た
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

だ
が
、

E
ち
ら
の
場
合
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
『
却
療
忘
記
』
に

院
政
・
鎌
倉
期
以
降
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
ば
が
数
多
く
存

在
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
既
に
、
小
林
芳
規
(
一

九
七
二
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
却
嬢
忘
記
』
に
は
、

従
来
の
研
究
成
果
に
比
べ
て
、
更
に
確
か
な
E
つ
古
い
使
用
例

を
一
市
す
、
「
パ
シ
」
「
シ
ニ
ナ
ム
」
「
ア
レ
テ
イ
・
コ
レ
テ
イ
」

「
カ
ラ
ハ
」
や
、
補
強
す
る
例
「
連
体
形
の
終
止
機
龍
兼
用
」

「
判
引
也
」
「
ム
ズ
」
、
又
「
マ
ヰ
ラ
ス
」
「
ナ
ガ
ラ
」
「
コ
レ

ラ
ホ
ド
」
「
モ
タ
イ
ナ
キ
」
「
イ
カ
サ
マ
ニ
モ
」
な
ど
多
種
多

様
な
中
世
語
の
使
用
例
が
指
摘
さ
れ
る

と
い
う
。
ま
た
、
本
書
は
原
本
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
仮
に
彼
の
言
語
が

混
入
し
て
い
た
と
し
て
も
、
鎌
倉
時
代
語
資
料
と
し
て
の
価
値
は
そ

れ
ほ
ど
減
じ
な
い
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
序
文
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
自
分
」
で
あ
る
。
「
お

の
れ
」
の
意
味
の
一
人
称
代
名
調
と
し
て
「
自
分
」
を
用
い
る
こ
と

は
中
国
語
の
歴
史
に
は
な
く
、
日
本
独
自
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。「
却
癒
忘
記
の
本
文
は
、
大
体
に
於
て
漢
字
交
り
の
片
仮
名
文
で

記
さ
れ
、
「
私
調
」
に
は
時
と
し
て
変
体
漢
文
に
類
し
た
表
記
を
採

る
処
も
あ
る
」
(
官
漂
(
一
九
七
八
)
)
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。右
の
序
文
も
、
明
恵
上
人
の
言
葉
で
は
な
く
、
長
円
が
一
段
下
げ

て
筆
記
し
た
「
私
調
」
で
、
変
体
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
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変
体
漢
文
と
判
断
す
る
理
由
を
、
こ
こ
で
は
三
つ
挙
げ
て
み
る
。

ま
ず
、
峰
岸
明
(
一
九
五
九
)
に
よ
れ
ば
、
「
分
明
な
ら
ざ
る
間
」

の
「
間
」
の
よ
う
に
時
の
副
調
句
を
構
成
し
、
形
式
名
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
る
「
間
」
は
、
変
体
漢
文
に
特
有
の
語
で
、
中
園
の
漢
文
や

そ
れ
に
倣
っ
た
日
本
の
漢
文
、
あ
る
い
は
和
文
に
は
用
い
ら
れ
な
い

と
い
う
。
次
に
、
「
御
」
が
尊
敬
を
表
す
こ
と
も
、
日
本
に
お
け
る
変
体
漢

文
独
自
の
用
法
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
後
が
「
自
分
」
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
、
「
自
分
」
が
文
献
上
初
め
て
現
れ
る
の
は
、

平
安
時
代
の
漢
詩
と
さ
れ
て
い
る
。
遠
藤
好
英
(
一
九
八
二
一
)
は
、

『
経
国
集
』
(
八
二
七
年
撰
)
と
『
田
氏
家
集
』
(
島
田
忠
臣
(
八

二
七

1
八
九
二
頃
)
の
家
集
)
に
見
ら
れ
る
「
自
分
」
を
最
も
古
い

例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
う
ち
、
『
経
国
集
』
の
例
は
、
一
人
称
代
名
詞
の

「
自
分
」
の
確
か
な
例
と
考
え
る
こ
と
が
難
し
い
。
次
の
よ
う
に
、

「
自
ら
分
と
す
(
お
の
れ
の
本
分
と
す
る
)
」
の
意
味
だ
と
考
え
て

問
題
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

雑
言
。
九
日
翫
菊
花
篇
太
上
天
皇

沈
審
令
長
宵
。
斎
索
令
涼
風
。

療
行
収
今
池
沼
潔
。
揮
精
碩
今
林
葬
空
。

菊
之
為
章
令
。
寒
花
露
更
芳
。

郎
以
川
独
遅
過
重
陽
}

弱
幹
扶
疎
被
曲
丘
。
柔
条
鯛
姉
影
滑
流
。

緑
葉
雲
布
朔
風
帯
。
紫
蒼
星
癒
南
属
刻
。
.

(
訓
読
)
雪
国

雑
一
酉
.
九
日
菊
花
を
翫
ぷ
篇
太
上
天
皇
(
嵯
峨
上
皇
)

沈
事
た
る
呈
宵
、
粛
車
用
た
畳
一
揖
風
。

濠
行
収
ま
り
て
池
沼
潔
く
、
簿
荷
積
ち
て
林
葬
空
L
a

菊
の
草
と
為
る
、
嘩
花
露
更
に
芳
し
。

自
ら
分
と
す
、
独
り
遅
く
重
陽
に
遇
ふ
を
。

弱
幹
扶
疎
と
し
て
曲
E
に
被
る
。
柔
条
網
郷
と
し
て
清
流
に
影
す
。

緑
葉
雲
布
す
朔
風
の
帯
。
紫
蒼
星
羅
し
南
庸
捕
る
。
••• 

な
お
、
漢
籍
に
も
同
じ
「
自
分
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

武
田
、
「
自
分
巳
死
久
央
」
(
漢
書
巻
五
四
・
蘇
武
伝
)

(
訓
読
)

武
田
く
、
「
自
ら
己
に
死
す
る
を
分
と
す
る
こ
と
A
L」

漢
の
蘇
武
が
旬
奴
に
囚
わ
れ
て
、
「
私
は
も
う
ず
っ
と
死
ん
だ
も
の

と
あ
き
ら
め
て
い
る
」
と
口
に
す
る
場
面
で
あ
る
。

ま
た
、
視
の
曹
植
が
見
の
文
帝
に
宛
て
て
自
ら
の
過
ち
を
謝
し
た

四
六
餅
値
文
が
文
還
に
登
場
す
る
。
年
老
い
る

(
H
黄
者
)
ま
で
天

子
に
拝
謁
す
る
(
そ
の
際
、
「
珪
」
を
手
に
す
る
習
わ
し
で
あ
っ
た
)

望
み
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
、
と
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

臣
等
絶
朝
、
心
離
志
絶
、
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民
銀
黄
者
永
無
執
珪
之
望
。

(
訓
読
)

匡
等
朝
を
絶
ち
、
心
離
れ
志
絶
え
、

4

2

E

R

 

自
ら
黄
者
ま
で
永
く
珪
を
執
る
の
望
み
無
き
を
分
と
す

さ
て
、
次
の
『
田
氏
家
集
』
の
例
は
、
『
経
園
集
』
か
ら
や
や
時

代
の
下
る
も
の
で
、
こ
ち
ら
は
「
お
の
れ
」
の
意
の
「
自
分
」
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
車

和
藤
進
土
秋
日
過
関
門
間
美
州
風
俗
新
詩
次
韻

民
鋭
元
知
命
在
天
彫
虫
曽
未
学
烹
鮮

武
城
下
巨
牛
刀
鈍
何
用
無
才
報
有
年

(
訓
読
)
主

藤
進
士
が
秋
日
関
門
に
過
り
て
美
州
の
風
俗
を
閣
ふ
新
詩
に
和
す

次
韻

あ
い

自
分
元
よ
り
知
る
命
天
に
在
る
こ
と
を

彫
虫
し
て
曽
て
未
だ
烹
鮮
を
学
ぱ
f

武
城
の
下
邑
に
牛
刀
鈍
け
れ
ば

何
を
用
ゐ
て
か
才
な
く
し
て
有
年
に
報
い
む
や

遠
藤
(
一
九
八
三
)
は
、
主
朝
漢
詩
の
用
例
を
挙
げ
た
あ
と
、
「
こ

の
よ
う
な
一
人
称
代
名
詞
の
例
も
、
散
文
中
に
は
凡
そ
見
ら
れ
な
い
。

平
安
時
代
も
同
様
で
、
用
例
が
見
曲
さ
れ
る
の
は
中
世
も
後
半
ま
で

下
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
古
辞
書
の
類
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述

べ
、
『
文
明
本
節
用
集
』
や
『
温
故
知
新
書
』
と
い
っ
た
室
町
時
代

の
節
用
集
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

右
の
『
却
療
忘
記
』
の
例
を
、
散
文
中
の
「
自
分
」
の
初
出
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
一
、
副
助
調
の
「
ナ
ン
ゾ
」

右
の
「
自
分
」
の
例
は
従
来
の
語
誌
を
補
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

次
の
「
ナ
ン
ゾ
」
は
明
ら
か
に
初
出
を
遡
る
例
で
あ
る
。

例
示
の
副
助
詞
ナ
ン
ゾ
の
初
出
例
は
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
2

版
』
に
よ
れ
ば
室
町
時
代
の
抄
物
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
次
の
例
で

あ
る
。
伐
馳
道
樹
殖
蘭
池
馳
道
ノ
行
幸
ノ
道
ニ
樹
カ
ア
ツ
テ
ハ
御
者
ノ

磁
ニ
モ
ナ
ラ
ウ
ス
ホ
ト
ニ
伐
タ
シ
モ
ノ

yo
蘭
池
モ
道
芳
ニ
ア

ル
カ
対
バ
叶
ベ
ス
ル
ホ
ト
ニ
ウ
メ
サ
セ
ラ
ル
、
ソ
(
史
記
抄
・
七

四
七
オ
)

と
こ
ろ
が
、
一
四
七
七
年
成
立
の
『
史
記
抄
』
か
ら
二
百
年
以
上

遡
る
『
却
癒
忘
記
』
に
「
ナ
ン
ゾ
」
が
現
れ
る
。

或
時
、
禅
堂
ニ
テ
御
学
問

ア
リ
、
ト
ウ
ロ
ヲ
持
参
シ

テ
、
コ
レ
ヲ
サ
ハ
タ
ル
ニ
、
仰
云
、

7
フ
ラ
サ
ハ
ク
リ
シ
テ
ハ

紙
力
対
パ
パ
ニ
テ
カ
ナ
ラ
ス
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手
ヲ
ノ
コ
ヒ
テ
文
ヲ

サ
ハ
ク
ル
ヘ
キ
也
。
イ
ヵ
=
モ

油
ノ
ッ
ク
也
{
上
二
ウ
)

『
却
癒
忘
記
』
に
は
、
ナ
ド
十
七
例
、
ナ
ン
ド
六
例
が
現
れ
る
が
、

「
ナ
ン
ゾ
」
の
語
形
は
こ
の
一
カ
所
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
中

に
は
、
隣
接
す
る
記
事
の
中
に
ナ
ド
・
ナ
ン
ド
の
登
場
す
る
場
合
が

色
町
ス

wa文
、
達
磨
宗
村
川
H

円
イ
フ
事
、

在
家
人
等
ノ
タ
メ
ニ
コ
ト
=

カ
ナ
7
7
シ
キ
事
也

文
随
求
タ
ラ
ニ
丹
時
ヨ
ミ
テ

オ
ハ
シ
マ
サ
ム
ハ
某
甲
カ
門
流

ニ
テ
コ
ソ
オ
ハ
シ
マ
サ
ム
ス
レ
云
々
〔
上
一
六
ウ
)

筆
記
し
た
長
円
は
ナ
ド
・
ナ
ン
ド
の
異
な
り
に
は
無
頓
着
で
あ
っ
た

た
め
、
「
ナ
ン
ゾ
」
ま
で
も
が
記
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
「
ナ
ン
ゾ
」
は
、
右
の
『
史
記
抄
』
だ
け
で
な
く
、
抄
物

に
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
次
に
『
史
記
抄
』
と
同
じ
文
明
年
間
(
一

四
六
九

1
一
四
八
六
)
に
成
立
し
た
、
柏
舟
宗
趨
講
『
周
易
抄
』
の

例
を
掲
げ
る
。

不
喪
包
ハ
鼎
ノ
中
ニ
ア
ル
者
ヲ
ス
ク
イ
ア
タ
ル
ソ
・
:
疎
ヲ
曲

ケ
テ
ブ
チ
ニ
シ
テ
中
ハ
布
カ
対
パ
パ
ヲ
ア
ミ
ニ
シ
テ
ス
タ
イ
ア

ク
ル
ソ
{
京
大
国
文
本
周
易
抄
・
巻
王
・
二
五
オ
)

其
処
=
イ
タ
主
コ

y
其
様
ニ
民
対
メ
バ
ヲ
パ
扶
持
ス
レ
ゾ
(
土

井
本
周
易
抄
・
巻
六
・
一
一
ウ
)

後
者
の
例
は
、
原
本
系
の
京
大
国
文
本
(
巻
六
・
四
O
オ
)
に
は
「
ナ

ン
ト
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
、
「
ナ
ン
ゾ
」
は
転
写
の
過

程
で
揺
れ
の
生
じ
る
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
日
葡
辞
書
』

に
立
項
さ
れ
ず
、
室
町
時
代
に
広
く
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
恩
わ

れ
る
「
ナ
ン
ゾ
」
が
、
鎌
倉
時
代
に
早
く
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
興
味
深
い

5
0

四
、
「
キ
ラ
7
」

ま
た
、
語
義
の
注
目
さ
れ
る
語
も
あ
る
。
「
選
ぶ
」
の
意
の
「
キ

ラ
フ
」
で
あ
る
。

又
惣
テ
師
範
ヲ
ハ
、

能
々
先
徳
ヲ
巧
宍
M
H

テ
、
ク
ワ
ウ
リ
ヤ
ウ
ニ
左
右

ナ
ク
依
府
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。

能
々
諸
徳
具
足
ノ
師
ヲ

対
宍
M
H
テ
依
付
シ
ナ
ハ
、

身
命
ヲ
カ
ロ
タ
シ
テ
給

仕
ス
へ
キ
也
。
(
上
九
ワ
)

田
中
久
夫
(
一
九
七
二
が
右
の
「
キ
ラ
フ
」
に
対
し
て
、
「
選
ぶ
」
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と
語
注
を
施
し
て
い
る
の
に
従
う
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

よ
う
な
例
も
あ
ま
り
報
告
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
「
き
ら
う
」
と
い
え
ば
、
嫌
悪
の
感
情
を
抱
く
意
味
に
用

い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
古
代
か
ら
続
い
て
い
る
こ
と
で
、
例
え
ば
、
『
新

撰
宇
鏡
』
や
『
類
襲
名
義
抄
』
と
い
っ
た
古
辞
書
に
お
い
て
、
「
嫌
」

の
宇
に
「
キ
ラ
フ
」
の
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
古
代
語
の
「
キ
ラ
フ
」
の
意
味
は
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
宮
地
敦
子
(
一
九
七
九
)
は
、
「
キ
ラ
フ
」
の
語
史
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
き
ら
ふ
」
は
上
代
か
ら
中
世
に
い
た
る
ま
で
は
、
主
と
し
て
、

男
性
の
手
に
な
る
作
品
の
な
か
に
使
わ
れ
、
す
で
に
『
大
言
海
』

に
指
摘
の
あ
る
と
お
り
、
は
じ
め
は
「
切
ら
|
ふ
」
の
意
が
つ

よ
か
っ
た
。
次
い
で
、
「
え
ら
ぴ
捨
て
る
」
意
が
中
心
的
と
な

っ
た
。
感
情
を
あ
ら
わ
す
よ
り
も
、
行
為
や
意
志
を
あ
ら
わ
す

方
に
か
た
よ
っ
て
い
た
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

例
え
ば
、
『
竹
取
物
語
』
の
一
節
に
、

こ
の
子
、
い
と
大
き
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
名
を
、
御
室
戸
斎
部
の

秋
田
を
呼
び
て
、
付
け
さ
す
。
秋
田
、
な
よ
竹
の
か
ぐ
や
姫
と

付
け
つ
。
こ
の
程
三
目
、
う
ち
あ
げ
遊
ぶ
。
よ
ろ
づ
の
遊
び
を

ぞ
し
け
る
。
を
と
こ
は
う
け
封
民
民
ず
呼
び
つ
ど
へ
て
、
い
と

か
し
こ
く
遊
ぶ
。

こ
の

と
あ
る
。
ま
た
、
平
安
1
室
町
時
代
の
用
例
を
見
る
と
、
「
き
ら
は

ず
」
の
よ
う
に
打
消
表
現
を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

と
こ
ろ
が
、
『
却
癒
忘
記
』
の
「
キ
ラ
フ
」
は
「
え
ら
ぴ
捨
て
る
」

の
意
味
で
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
諸
徳
具
足
ノ
師
」
と
い

う
敬
意
を
払
う
べ
き
対
象
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
む
し
ろ
、

中
立
的
な
「
え
ら
ぷ
」
、
ま
た
は
「
え
ら
び
取
る
」
の
意
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
宮
地
(
一
九
七
九
)
も
、
こ
の
よ
う
に
中
立
的
な
「
キ

ラ
フ
」
の
例
を
挙
げ
る
が
、
室
町
時
代
の
御
伽
草
子
『
文
E
さ
う
し
』

か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
意
味
の
「
キ
ラ
フ
」
は
、
他
の
文
献
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
文
献
上
は
珍
し
い
も
の
の
、
あ
る
程
度
は
一
般
的

に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
掲
げ
る
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
は
、
明
恵
上
人
の
講
義
を
、

弟
子
の
長
信
が
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
恵
上
人
の
講
義
の
聞
書

を
中
心
と
し
て
、
原
典
の
本
文
を
記
し
、
更
に
長
信
自
身
の
見
解
を

「
私
云
」
の
形
で
注
記
す
る
と
い
う
構
成
を
取
っ
て
い
る
。
以
下
は
、

そ
の
う
ち
、
明
恵
の
講
義
に
基
づ
く
箇
所
で
あ
る
。

開
明
品
ノ
十
甚
深
法
ト
云
ハ
。
即
チ
信
満
入
住
/
解
法
也
。
キ
初

ノ
縁
起
甚
深
ハ
。
是
則
チ
人
法
二
執
。
無
因
邪
因
ノ
計
ヲ
桜
吋

テ
。
縁
起
唯
心
ノ
観
解
ヲ
説
カ
故
ニ
。
是
初
発
心
住
二
空
ノ
智

解
也
J
(
第
一
)

;E 

こ
こ
の
「
雌
吋
テ
」
は
、
「
選
別
し
て
、
選
ん
で
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
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「
棟
」
宇
は
、
『
築
隷
万
象
名
義
』
『
大
公
益
会
玉
篇
』
に
「
択
也
」

と
あ
り
、
ま
た
、
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
「
エ
ラ
フ
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
「
運
ぶ
」
意
を
有
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
キ
ラ
フ
」
と
い
う
和
訓
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
天
治
本
・
享

和
本
『
新
撰
字
鏡
』
で
「
キ
ラ
フ
」
の
和
剰
を
持
つ
宇
は
「
嫌
」
の

み
だ
か
ら
、
「
選
ぶ
」
意
を
持
つ
宇
に
「
キ
ラ
フ
」
の
訓
は
な
い
こ

と
に
な
る
。
嫌
〈
胡
兼
反
疑
也
支
良
不
/

X宇
波
奈
利
又
宇
太
加
布
〉
(
天

治
本
巻
三
・
一
九
オ
キ
享
和
本
は
「
又
宇
太
加
布
」
が
な
い
)

し
か
し
、
観
智
院
本
『
類
襲
名
義
抄
』
に
は
、

蘭
〈
間
音
エ
ラ
フ
キ
ラ
フ
オ
ホ
キ
ナ
リ
オ
ロ

y
カ
ナ

リ
/
心
ミ
ル
フ
ム
タ
亦
棟
簡
〉
(
僧
上
九
ウ
)

と
あ
る
。
「
亦
棟
簡
」
と
あ
る
の
は
、
「
蘭
」
は
、
「
棟
」
と
音
が
同

じ
な
の
で
「
棟
」
に
通
じ
て
使
わ
れ
(
『
広
韻
』
で
は
同
じ
小
韻
に

属
す
る
)
、
「
蘭
」
と
「
簡
」
と
は
、
草
冠
と
竹
冠
の
相
似
か
ら
、

写
本
で
は
通
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
亦
棟
簡
」

か
ら
「
蘭
」
と
「
簡
」
と
が
通
用
す
る
字
体
で
あ
る
こ
と
と
、
「
簡
」

が
「
選
ぶ
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
簡

(
H

開
)
を
「
選
ぶ
」
の
意
味
で
用
い
る
こ
と
は
、
例
え
ば
明
恵
上
人
資

料
の
『
自
行
三
時
礼
功
徳
義
』
の
「
簡
別
」
の
熟
語
か
ら
も
見
当
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

間
て
い
は
く
、
普
賢
十
願
は
一
切
普
薩
の
用
心
究
寛
甚
深
の
願

主
な
り
。
し
か
れ
は
諸
宗
こ
と
/
¥
く
こ
の
法
門
を
了
義
と
す
。

し
か
る
に
こ
の
礼
拝
の
一
行
に
こ
の
功
能
を
具
せ
は
、
一
切
の

礼
拝
み
な
こ
の
義
を
く
す
へ
し
ゃ
。
答
、
し
か
ら
す
。
こ
れ
は

防
ん
べ
つ

余
の
礼
仏
等
に
簡
別
し
て
こ
の
十
願
を
具
せ
む
か
た
め
に
す
な

は
ち
三
宝
四
心
を
札
す
る
な
り
。
(
九
オ
)
【
七
百

ま
た
、
『
色
葉
字
類
抄
』
に
、

蘭
キ
ラ
フ
著
揮
簡
嫌
街

t
岡
(
前
田
本
下
五
九
ウ
・
黒
川
本
下
四
九

オ
)

と
あ
る
。
「
蘭
・
若
・
揮
・
簡
」
は
、
い
ず
れ
も
「
選
ぶ
」
意
を
持

つ
が
、
「
嫌
悪
す
る
」
意
味
で
は
用
い
な
い
か
ら
、
こ
こ
に
付
さ
れ

た
和
訓
「
キ
ラ
フ
」
は
「
選
ぶ
」
を
も
意
味
し
て
い
る
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
平
安
時
代
の
訓
点
資
料
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
(
長
和

四
年
(
一

O
一
五
)
頃
点
、
天
理
図
書
館
蔵
)
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

著
者
の
義
浄
が
、
中
国
は
寒
い
の
で
、
温
暖
な
天
竺
と
は
僧
衣
が
異

な
り
、
中
国
の
僧
衣
は
在
俗
者
の
衣
服
を
選
ん
で
採
用
し
た
と
述
べ

た
部
分
で
あ
る

EOハケ
ア

夕

、

束
夏
は
、
寒
厳
シ
ク
し
て
身
l

体
を
努
l

裂
す
。
若
(
し
)
媛

キ

2

2

5

1

か
に
服
不
レ
は
、
交
に
鳳
亡
セ
見
る
。
既
(
に
)
難
縁

Z

A

E

 

の
為
に
、
理
、
弘
済
す
須
(
し
)
。
方
君
巾
偏
祖
は
形

キラ

チ
俗
流
に
簡
フ
(
巻
二
・
第
九
紙
二
三
行
目
)
E

と
あ
る
。
「
簡
」
も
「
選
ぶ
」
の
意
を
持
ち
、
こ
こ
で
は
そ
の
意
に
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用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
却
癒
忘
記
』
そ
の
他
の
資
料
に
よ
っ
て
、
「
選

ぶ
」
意
の
「
キ
ラ
フ
」
の
用
例
を
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
わ
た
っ
て

補
う
こ
と
が
で
き
る
。

宮
地
(
一
九
七
九
)
は
、
先
に
引
用
し
た
箇
所
で
も
触
れ
ら
れ
て

い
た
よ
う
に
、
「
キ
ラ
フ
」
を
「
訓
読
系
に
は
使
わ
れ
な
が
ら
原
則

と
し
て
和
文
系
に
は
そ
の
組
立
用
法
を
見
な
い
語
」
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
ま
た
、
築
島
裕
{
一
九
六
三
)
に
拠
れ
ば
、
「
キ
ラ
フ
」
は
、

『
興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
古
点
(
永
久
四
年
(
一
一
一

六
)
と
承
徳
三
年
(
一

O
九
九
)
に
加
点
)
に
存
す
る
が
(
一
例
)
、

『
源
氏
物
語
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
上
代
5
中
世
の
和
文

文
献
十
四
種
の
語
骨
量
を
ま
と
め
た
、
宮
島
遺
夫
(
一
九
七
一
)
に
拠

れ
ば
、
「
キ
ラ
フ
」
は
先
の
『
竹
取
物
語
』
の
一
例
だ
け
で
あ
る
。

『
却
癒
忘
記
』
そ
の
他
の
明
恵
上
人
資
料
に
見
ら
れ
た
こ
と
も
あ
わ

せ
て
考
え
る
と
、
「
キ
ラ
フ
」
が
、
漢
文
訓
読
系
資
料
に
偏
っ
て
現

れ
る
語
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
り
確
か
に
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
『
却
療
忘
記
』
の
用
語
の
一
斑
を
述
べ
た
。
他
に
も
日
本

語
史
を
記
述
す
る
上
で
有
用
な
言
語
現
象
が
存
在
す
る
も
の
と
恩
わ

れ
る
。成
立
過
程
の
似
た
資
料
は
他
に
も
あ
り
、
明
恵
の
言
説
を
弟
子
の

義
淵
房
霊
典
が
記
録
し
て
光
経
僧
都
が
類
衆
し
た
と
い
う
『
高
山
寺

随
聞
秘
密
抄
』
や
、
同
じ
く
弟
子
で
『
明
恵
上
人
歌
集
』
の
編
者
で

も
あ
る
高
信
が
編
ん
だ
と
さ
れ
る
『
明
恵
上
人
遺
訓
抄
出
』
が
知
ら

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
前
期
の
写
本
が
残
る
の
み
で
あ
る
が
、

言
語
は
『
却
癒
忘
記
』
に
共
通
す
る
も
の
を
含
ん
で
お
り
、
改
め
て

考
察
の
対
象
と
し
た
い
。

〈注〉(一
)
諸
解
題
の
説
く
よ
う
に
原
本
と
見
ら
れ
る
が
、
明
ら
か
に
自
筆
で
あ

る
こ
と
を
示
す
記
述
は
存
在
し
な
い
。
小
林
(
一
九
七
O
)
に
は
、
「
片

仮
名
字
体
や
漢
字
の
字
体
は
、
鎌
倉
期
瓦
麿
頃
の
様
相
を
呈
し
て
い

る
よ
と
す
る
の
み
だ
が
、
同
(
一
九
七
一
一
六
)
に
「
自
筆
原
本
」

と
あ
る
。
宮
揮
俊
雅
〔
一
九
七
八
)
も
こ
の
説
を
踏
襲
す
る
a

(
一
二
『
却
痩
忘
記
』
の
引
用
は
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
(
一

九
七
人
)
『
高
山
寺
資
料
叢
書
第
七
冊
明
恵
上
人
資
料
第
二
』
(
東

京
大
学
出
要
吉
)
に
よ
り
、
改
行
は
元
の
ま
ま
と
し
た
。

ま
た
、
割
注
を
〈
〉
に
括
っ
て
示
し
、
割
注
内
の
改
行
箇
所
は
/

で
表
す
。
以
下
同
じ
。

(
三
)
訓
読
は
『
校
注
目
本
文
学
大
系
』
第
一
一
四
巻
〔
一
九
二
七
年
、
圏

民
図
書
株
式
会
社
)
に
よ
る
.

-24-



(
四
)
小
島
憲
之
(
監
修
)
(
一
九
九
二
二
一
七
)
に
「
[
自
分
]
は
、
自

身
の
意
と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
注
釈
が
あ
る
(
山
時
幅
之
氏
執
筆
)
。

(
玉
)
訓
読
は
、
小
島
憲
之
(
監
修
)
(
一
九
九
二
}
に
よ
る
。

(
六
)
『
大
日
本
史
料
』
第
五
篇
之
七
、
貞
永
元
年
正
月
十
九
日
の
条
(
四

八
一
頁
)
に
よ
れ
ば
、
明
恵
上
人
消
息
(
建
仁
寺
文
書
)
に
「
禅
妙

房
な
ん
そ
に
門

U
り
ま
い
ら
せ
て
」
と
あ
る
が
、
「
な
ん
と
」
の
棋
り

で
あ
る
(
京
都
国
立
博
物
館
編
(
一
九
八
一
)
『
高
山
寺
展
』
所
収
の

影
印
・
翻
宇
に
よ
る
)
.

(
七
)
二
一
保
忠
夫
編
(
一
九
七
五
)
『
呉
文
柄
氏
蔵
本
自
行
三
時
礼
功
徳
義

総
索
引
』
の
翻
宇
に
よ
る
。

(
人
)
宮
林
昭
彦
・
加
藤
栄
司
(
一
一

O
O困
)
に
お
い
て
、
引
用
箇
所
の
「
簡
」

宇
の
部
分
は
「
選
ぶ
」
と
現
代
語
訳
さ
れ
て
い
る
。
「
:
:
:
(
中
国
仏

た

ぐ

教
で
は
、
)
方
桔
や
偏
祖
は
(
そ
の
)
形
(
状
}
が
(
世
)
俗
(
蹴
の
)
流
(
類

え
ら

い
に
あ
る
も
の
)
を
(
流
用
し
て
法
服
用
に
)
簡
ん
だ
の
だ
が
」
(
円

括
弧
は
原
文
の
ま
ま
。
翻
訳
者
の
補
っ
た
語
句
で
あ
る
こ
と
を
示
す
)
。

(
九
)
釈
文
は
大
坪
併
治
(
一
九
六
人
)
に
よ
っ
た
。
ひ
ら
が
な
は
ヲ
コ
ト

点
(
円
括
弧
内
は
補
読
部
分
で
原
本
に
な
い
て
カ
タ
カ
ナ
は
傍
剤
。

【
番
考
文
献
】

大
坪
併
治
(
一
九
六
人
)
『
訓
点
資
料
の
研
究
』
風
間
書
房

小
島
憲
之
(
監
修
)
(
一
九
九
一
一
)
『
田
氏
家
集
注
巻
之
中
』
和
泉
書
院

小
林
芳
規
(
一
九
七

O
)
「
明
恵
上
人
語
録
高
山
寺
蔵
「
却
魔
忘
記
」
鎌
倉

時
代
写
本
の
用
語
|
日
本
語
の
歴
史
・
中
世
(
昭

和
四
十
四
年
十
一
一
月
号
)
の
補
訂
・
正
誤
に
寄

せ
て
|
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
一
一
一
五
|
四

I
l
l
l
(
一
九
七
一
)
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
『
広
島
大
学

文
学
部
紀
要
』
特
輯
号
三

田
中
久
夫
(
一
九
七
一
)
「
却
檀
忘
記
」
校
注
『
日
本
思
想
大
系
一
五
鎌

貴
旧
仏
教
』
岩
波
書
唐

築
島
裕
{
一
九
六
一
一
一
)
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』

東
京
大
学
出
版
会

I
l
-
-
{二
O
O七
1
)
『
訓
点
語
葉
集
成
』
汲
古
書
院

峰
岸
明
(
一
九
五
九
)
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
変
体
漢
文
の
影
響
に
つ

い
て
「
閣
」
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
」
『
圃

語
学
』
三
六

宮
揮
俊
雅
(
一
九
七
人
)
「
第
三
部
却
慢
忘
記
略
解
」
『
明
恵
上
人
資
料
』

第
三
冊
〔
高
山
寺
資
料
叢
書
第
七
冊
)
東
京
大

学
出
販
会

宮
島
達
夫
{
一
九
七
一
}
『
古
典
対
膿
語
い
表
』
笠
間
書
院

宮
林
昭
彦
・
加
藤
栄
司
(
訳
)
〔
一
一

O
O四
)
『
現
代
語
訳
南
海
寄
帰
内
法
伝

七
世
紀
イ
ン
ド
仏
教
僧
伽
の
日
常
生
活
』

法
蔵
館
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[
付
記
〕

引
用
文
中
の
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。



(
や
ま
な
か

の
ぷ
ゆ
き
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
)
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